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防災井戸コミュニティー広場の建設工事が６月より始まりました。これ

から約１ヶ月間西側チェーンゲート前で重機等を使用した工事となります

ので、歩行時、車両等の通行には十分に注意をお願いします。先月号でお

知らせした完成イメージ図を一部変更（予算等の関係）しました。今回の

井戸は、ポンプの設置場所を１．５ｍの位置にして敷地内冠水時でも使用

可能にしました。又、コミュニティー広場としても水の流れる広場になり

ます、今後、皆さんと共に充実した防災井戸コミュニティー広場を作って

行きたいと思います。ご理解、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加古川 

グリーンシティ 

 

給給水水設設備備更更新新ににつついいてて  

受水槽および給水ポンプの更新工事について、進捗状況をお知らせします。 

現在は施工業者の選定を行っており、６月の理事会で業者決定し、９月には着工でき

るよう準備を進めています。 

““ごごみみ出出ししルルーールル””いいまま一一度度みみんんななでで考考ええままししょょうう！！  
収集対象物以外のごみが出されると、加古川市は収集せず取り残して行きます。出した方が特定できれば連絡

をして持ち帰ってもらい、該当の日に再度排出を依頼することになります。ごみは決められた日、決められた時

間までに出すのがルールです。 

また、かん・びんの収集日には、以下の色別カゴへ分別するのが加古川市の必須ルールです。 

みんなが“ごみ出しルール”を守り、マナーの行き届いたマンションにしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごごみみスステテーーシショョンンででののイイタタズズララははややめめままししょょうう！！  
先日、中学生らしき子ども達がＤ棟ゴミステーションで夜遅くバスケットボールをついたり、ごみカゴを積み

上げたり、蛍光灯を投げて割ったりしたイタズラ行為があり、周辺住民から苦情がありました。 

特にごみカゴは３ｍ位まで積み上げられ、風等で倒れれば人や車に被害が出る恐れがあります。また、蛍光灯

は時計台方向へ投げられ破片が散乱していました。 

このようなイタズラで生じた被害については当事者、または保護者へ損害費用を請求させてもらいます。今後

このようなイタズラは絶対に“しない”“させない”よう、家族で話し合ってください。 

　　カゴ色別

　種別

カセットボンベ　　必須

スプレー缶　　　　必須

注１）　袋から出してカゴに入れてください。 ＊中身を使い切って屋外で必ず

注２）　カゴの色は指定ありません。 　穴を開けて出してください。

注１）　電球・板ガラス・包丁等は紙で包んで「キケン」と表示して出してください。
燃えないごみ

注１）　袋から出して入れてください。

注２）　カゴの色は指定ありません。

無色のびん　　必須 茶色のびん　　必須 その他の色のびん　　必須

（袋から出してカゴに入れてください。）

陶器類・ガラス・金属類・小型家電品及び化粧品・油・薬品等が入っていたびん等　　

か　ん

黄色茶色青色

飲み物・缶詰の缶・菓子等の缶

び　ん

（イメージ図）
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 関西への物資流入が途絶え、 

四国は全域が津波の影響で 

交通マヒとなり、中国地方 

や九州からのルートも、な 

んとか通行可能だとしても、 

それぞれの沿岸部は津波に 

よる大きな被害で他の地域 

への支援ができる余力があ 

るかどうかということです。 

北陸や山陰からの支援が期待できたとしても、東京から

九州までの広域被害地を少数の未災地が支援すること

は、ほぼ不可能に近いでしょう。当座は被災地自身で復

旧復興を目指さなければならないと考えられています。

そう考えれば、自分自身が他人や行政を当てにしない位

の備蓄を心掛けなければなりません。 

１週間分を備えようと思ったグループは、４人家族

の場合どの位の備蓄を考えますか？確かに多いに越した

ことはありません。しかし、この備蓄意識が継続しなけ

れば更新することを忘れてしまい、数年後に賞味期限が

切れたことも気づかず、災害が発生した時には食べるこ

とができない備蓄品が存在するというお粗末なことにな

ります。一時的に防災意識が高まりますが次第に「のど

元を過ぎていく」と言う「防災フェードアウト現象」が

起こります。これは普段馴染みのないもの、必要としな

いものを備蓄したことで起こる現象です。物置や押し入

れの奥に仕舞い込み、日常の中で目にすることがなく忘

れていく人間の心理です。このような「備え」ではな

く、日常的に使い、日常的に食べ、日常の生活サイクル

の中に存在させることが大切です。一時的に大きな費用

をかけて備蓄をしても忘れてしまう。それよりも日々の

生活で使ったら買い足し、少し余分に買っておく。食料

も同じことで、今までの無くなったら買いに行く習慣

を、少しだけ余分に買い、無くなる前に購入しておくと

いうことを身に付け、そのサイクルを習慣化させてしま

うことです。例えば、備蓄食料も普段食べないのではな

く、食べたら食べた分は必ず買い足す家庭の決まり事を

作ることです。逆に言えば無くなるほど食べてしまわな

いことも大切な備えなのです。また、家族で自分たちの

好きなもの（半年以上の賞味期限があるもの）を話し合

い、次の購入計画をたてる等の「楽しく家族で防災会

議」を行えば、家族全員で備えることへの意識が芽生

え、食べたら購入計画をたてる、といったワクワクする

備えをやりましょう。一時的に大きな金額の出費は継続

した活動に繋がらないのです。 

そのためにも「個々が責任を持つ時」が来たのです。

今回の防災式は、「継続」です。「災害は忘れたころ

にやってくる」忘れなければ「小さな災い」で済むこと

でしょう。おや？備蓄も大切だがトイレが・・・ 

◆シリーズ「あなたならどうする？」地震編パート６ 

内閣府「中央防災会議」が、駿河湾から九州沖の深

さ約４千メートルの溝「南海トラフ」を震源域とする

巨大地震への対策をまとめた。 

最悪の場合に死者３２万人、経済被害２２０兆円と

推計される被害をできる限り減らすため、官民が広域

で対策をとるための法整備が必要だと指摘。 

南海トラフ地震ではＭ９クラスの地震が発生し、震

度７を含む強い揺れと、３０メートル超の巨大な津波

が広範囲で発生した場合、国や自治体の支援が被災地

域に行き届かなくなることが想定される。国の防災基

本計画では、食料や飲料水などの家庭備蓄は３日間分

を目安としていたが、これを１週間分以上に拡大し地

域で自活する備えが必要とした。 

さて、あなたはこの発表を聞いてどのような対策を

取りますか？  

「３日程度で大丈夫だと思ったグループ」と「１週

間分を備えようと思ったグループ」の２つのグループ

に分類して考えてみましょう。 

３日程度で大丈夫だと思ったグループは、過去の震

災経験から「３日もすれば、誰かが必ず助けに来てく

れる」と思っていませんか。阪神・淡路大震災や中越

地震等は、小さなエリアで発生した強い地震でした。

混乱している被災地から少し離れると、普段と変わら

ぬ生活環境があり、企業や公共機関等も被災地以外で

はライフラインがほとんど無傷だったのです。東日本

大震災の場合は、津波により沿岸部は大打撃を受け広

範囲で大きな被害が発生しました。しかし、東北道が

全線活用でき、東北道を背骨に「櫛（くし）の歯作

戦」と呼ばれる、東北道から直結している国道を通じ

て、沿岸地域への物資供給ができる救援ルートが確保

できたのでした。 

ところが「南海トラフ地震」となると話は大きく変

わります。拠点となる東京都心部も交通マヒ、続く東

名高速から名古屋までが大打撃をうけ、東日本からの 
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ご意見、ご要望などをどしどしお書きください。（ご記名をお願いします） 

 

５月２５日（土）の運動会は晴天に恵まれ、子ども

たちは元気に活躍できました。皆様の大きな声援で楽

しい一日となりました。ありがとうございました。 

 

 

 

みなさんお待ちかねの「第２７回グリーンシティ夏

祭り」を、７月２７日（土）に開催します。 

今年の「夏祭り打合せ会」は６月２８日（金）午後

７時３０分から集会所ホールで開催します。 

各団体は内容を決定しておいてくださ

い。また、夜店・フリーマーケット・ゲ

ームなど、一般居住者で出店を希望する

方は、その企画を持参の上「夏祭り打合

せ会」に参加してください。 

 

 

「第２７回グリーンシティ夏祭り」のポスターを以

下の要領で募集します。どしどし応募してください。  

力作にはささやかながら賞品を用意しています。 

応募資格：グリーンシティに居住されている方 

提出期限：７月１３日（土） 午後５時まで 

提 出 先：管理事務所 

応募用紙：４つ切画用紙（各自でご用意ください） 

内  容：水彩絵具、クレパス、クレヨンなど何でも

結構ですが、ポスターの中に以下の文字を

入れてください。 

◎ 第２７回グリーンシティ夏祭り 

◎ 日時：７月２７日（土） 午後４時から 

◎ 場所：Ｃ・Ｄ棟間およびＢ棟ファイヤーレーン 

なお、作品はお返しできませんのでご了承ください。

 

高齢者の実態調査についてお願い 

加古川市では福祉施策の基礎資料として、また見守

り活動の一環として高齢者の実態調査をしています。 

６５才以上で以下に該当する方は高齢者・地域福祉

課、または民生児童委員までお知らせください。 

１．寝たきり 

２．認知症 

３．寝たきりかつ認知症 

４．ひとり暮らし 

５．夫婦のみの世帯 

加古川市高齢者・地域福祉課 

☎４２７－９２０８ 

民生児童委員 

Ｄ ○○○ ○○ ☎○○○－○○○○ 

Ｄ ○○○ ○○ ☎○○○－○○○○ 

 

 

 今月号から“らく？はや？メニュー”だけでなく、

グリーンシティ内で出会ったステキな子ども達のエピ

ソードや、ふと見つけた心温まる出来事、「これって

なんだろう？」と思う事、気付いた事などを皆さんと

一緒に考えていきたいな！と思っています！！ 

 第一号のお話は、昨年の「ふれあいもちつき大会」

での事“いか焼き”ベースで片付けが始まった頃、小

４の女児３人が『何かお手伝いしようか？』と洗い場

をのぞきに来てくれました。「えぇ～！いいの？寒い

時 、 服 を 濡 ら す か も ？ お 家 の 人 に も 言 っ て な い

し・・・」と返事しようと思いながらも、いやいやも

う１０才！なにより自分達から申し出てくれた“自発

的な気持ち”を大切にしよう！！と受け止め・・・

「～を～して洗ってね」と頼むと、３人とも嬉々とし

て手伝い始め、かなりの時間を要したにも拘らず最後

までやり遂げてくれました。「こんなにお手伝い上手

だったなんて・・うれしいわ！きれいになったし、本

当にありがとう！」とお礼を返した後、寒さ、冷たさ

が吹っ飛ぶほど私達の心が温かくなったものでした。

それから４か月経った「クリーン作戦の日」５年生に

進級したあの仲良し 3 人組が、思いがけず『今日も、

何か手伝うことある？』と再び現れたのにはびっく

り！！そして、仕事っぷりはといえば、以前にも増し

て手早く、ピカピカに洗い上げて、終わった時の誇ら

し気な笑みには“やるでしょ？私達！”の気持ちが込

められているのがよくわかりました。もし、一度目の

あの時、大人が片付ける方が速いし簡単などと、せっ

かくの子ども達の自発的な思いを断っていたら・・・

きっと、やる気や楽しさを取り上げることになり、２

度目のもっとやりたい！という意欲には繋がらなかっ

ただろうな！？とつくづく感じました。特に家庭の中

では、子どもにとってお手伝いすることによって家族

の役に立つ存在として扱われること、自分は小さくて

も家族の一員と感じられることは、どんなに大きな喜

びになることだろうかと思います。今回のお手伝いだ

けでなく、日常生活の中で、もしかすると見逃してい

るかもしれない“子ども達のステキな姿”をたくさん

見つけたいな！！次代を担う大切な子ども達をみんな

で育てていけたら・・・と願っています！！！ 
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日時 ６月２２日 （土） 

９：００～１２：００ 
場所 集会所ホール 
梅雨に入り、うっとうしい日々が続い

ていますね。おでかけするにはちょっと
と思われている方は是非、なかよし広場

におこしください、お待ちしています。 

 

○○○○○ ○○さん 

○○○○○ ○○さん 

 

・Ｂ棟１階エレベーターホールの時計が
５分以上遅れています。合わせて頂け
ると良いのですが。   Ｂ棟居住者 

・先日、祭日の日に来客用の駐車場がい
っぱい空いているのに、工事用の駐車
場に白と黒の車が置いてあった。 
工事用は利用してはいけないはずなの
に・・・！！      Ｂ棟居住者 

・今月のクイズ少し難しかったです。 
Ｄ棟居住者 

・防災水を利用して、夏場に４歳以下の
プール（水あそび）をしてはいかがで
すか。         Ｄ棟居住者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
日
か
ら
の
ご
み
出
し
は
、
放
火
等
犯

罪
を
誘
発
す
る
危
険
が
あ
る
た
め
禁
止

し
て
い
ま
す
！ 

毎
月
第
一
日
曜
と
前
日
の
土
曜
は
、
集
会
所
で

卓
球
が
で
き
ま
す
！ 

by 南雲風助（なぐもふうすけ）

 

  

先月号の正解

 
①      ④ 

②      ⑤ 

③      ⑥     棟     号    氏名                  

ﾌﾘｶﾞﾅ 

応募用紙 

６月の答え 

どしどしご応募ください！ 応募締め切り日：６月３０日 

提 出 場 所：管理事務所

下記のそれぞれの文章には、読みは同じでも間違った使い方が
されている漢字一文字があります。（例）のように解答欄に正
しい文字を答えてください。 
（例）立派な行いに関心する →（答）感  
①景気の自立回復の見通し   ④台風の針路を予測する 
②総合力の心境著しいチーム  ⑤小麦の成育を見守る 
③真情的には同情する     ⑥プラスチックを成形 

①習 ②用 ③業 

④情 ⑤初 ⑥用 

正解者２０名の内、

厳正な抽選の結果５

名の方に図書カード

を進呈します。 

 

交流会（ボウリング大会）にたくさん

のご参加ありがとうございました。新１

年生を迎えて楽しいひと時でした。次は

ドッジボール大会です。優勝めざしてが

んばりましょう。 


